
ストレスフリ ー ソフトマテリアル

の架橋ゲル）

はじめに

身近なゲル状製品は， こんにゃく， プリ ン， 寒天等の

食品であり独特の感触と食感が特長である。 又， 紙オム

ツに適用の膨潤性ゲルや芳香剤の衛生用品， 口紅等の化

粧品， 風邪による発熱緩和目的の頭寒シート， 人工筋肉

など， あらゆる分野でゲル状製品の研究利用 が活性化さ

れて久し い 。
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コンセプトと製品技術要旨

弊社は極めて高い安全衛生性， 環境変化含め耐候性に

優れ， 高機能材として工業用途に最適な材質：シリコー

ンに着目し， 図1記載のシリコー ンをベ ー スに無数の

架橋点から構成の 3次元の網目構造のセル内部に 「粘
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架橋仕様ゲル＝ソフトマテリアル要旨

性体」を吸収膨潤させ 「固体と液体の中間的な性質」を

併せ持ち， 著しく安定度の 高い「粘弾性体」を工業用途

に具現化し事業展開中の研究開 発型メ ーカ ーであり，「共

に創る高付加価値製品」がコンセプトである。 又， 「GEL」

付与名称は製品シリー ズ イコー ル 社名の旨も補足す

る。

尚， 工業用ゲル製品は多々存在しているが， 「多機能

x優れ たコストパフォ ーマン スX極めて高い安全衛生

性」を3両立は，架橋仕様ゲル 「engelook（エンジェルッ

ク）」唯一無二が過言ではなきため， 類似品と明確に区

別目的から， 総称としてストレスフリーな「ソフトマテ

リアル」と定義している。
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柔軟性の指標

「engelook 」はポリマー 分子量架橋密度／架橋点間

の 分子量調節により， 非常に柔軟構造（与ペースト） ～ 

ゴム硬度近似まで， 幅広い設計が可能である。

図2の通り，複数の硬度計測器の適用を前提とするが，

細部 が異なるため，（学術上の） ゲル～ プラスチックま

での「硬さ」を同 一 測定法での定量化は不可能である。

これは 「硬さ＝弾性率」であるが， 複数既存の硬度測定

法 が弾性率と単純に比例関係でなきため， 硬度（弾性率）

の物理値ではなく相対比較となる。 ちょう度， 針入度，

アスカ ー Cゴム硬度計，JIS Aゴム硬度計 がそれら代表

例であり， いずれも測定可能範囲が存在する。
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図2 柔軟性の指標
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4 
ベー スは安全安定性に優れた
シリコ ー ン

無数の架橋点を有するシリコ ーンゴムにシリコ ーンオ

イル （粘性体）を吸収膨潤させた「柔軟仕様」がシリコ ー

ンゲルであり，弊社が展開中の総称「ソフトマテリアル」

である。図3に構造原理を示す。尚，シリコ ーンゲル（＝

ソフトマテリアル） は付加反応型であり ， 2液材料の混

合～真空脱法後，加熱硬化 （ 架橋）し任意形状成型が基

本である。

定義：シリコ ー ンゴムにシリコ ー ンオイル（粘性体）を
吸収膨潤させた柔軟仕様が「シリコ ー ンゲル」
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シリコ ー ンゲルの構成原理

図3 シリコ ー ンゴム＆ゲルの相違

5 工業用ゲルの比較と
ソフトマテリアルの強み

図4に「粘性体」部を簡略化し た工業用ゲル比較を示

す。極々 一般的にこれまでの体感と経験 ， 感覚等から「柔

らかいモノ」 は， 一定範囲エネルギーの「絶縁」認識か

ら不要な振動，衝撃対策に有効と思われがちである。

しかしながら，ウレタン系，オリフィン系 ， スチレン

系に代表される 「熱可塑」仕様の工業用ゲル製品 （一例：

地震時のTV ， 家具固定に特化 「耐震マット」等の日用品）

は， 基本 構造とメカニズムから不要振動や衝撃エネル

ギーの効率対策には限界あり，温湿度変化含めた環境変

化に性能依存など，安定性と精度 追求の（精密）システ

ム製品の「品質と付加価値向上」目的の橙能 製品には適

用し難い事実は ， 意外と知られていないc これ は不要（振

動 ， 衝撃）エネルギー 吸収（変換）のメ亡ニズムが， 一

般的には正しく認識されていない現状えらでは？．．．

と推測の旨を追記する。

以降に詳細を記載するが ， 架橋仕様．こ不要委授動，衝

撃 （所謂，動的）エネルギー を効率的ピ＝至て
―

熱エネ

ルギー」変換タイプの機能性マテリアシてある＝微細凹

凸追従機能との併用から ， 圧力を効率竺1こ ‘ ご散させ，局

部応力集中が要因の痛みや精密製品の云環-芙ピも有効

である。

又「engelook」はシリコ ー ンベー ス：：えこ ． 温湿度

含めた複合的な環境変化においても 乞垂こそ状維持が

大きな 特長となる。そのため，機能と号妄安定性，耐ク

性能 を追求の（精密）システム製品の茎妄老寸としての

適用により，それらの更なる品質と佑如乞恒室上へあ貢

献が 「強み」となる。
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現象の複合など

図4 工業用ゲルの比咬
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6 不要な動的エネルギー 吸収メカニズム

図5に示す通り， シリンダ内部 の粘性体とピストン

相似機構の「粘性抵抗」により， 高速or大きい（動的）

振動／衝撃の不要エネルギー に比例の抵抗力が発生か

ら，内部で「熱エネルギー」変換（摩擦効果）を発揮する。

又高耐久性の指標である復元力とエネルギー 貯蔵

機能の3次元方向の「バネ」成分との複合効果により，

抜群な長期間 安定のエネルギー吸収効果を維持発揮の

「粘弾性体」である。 これにより極短時間での安定性を

実現目的の「素早い収束効果」を発揮から， 図6に示

ダブル効果で
抜群の不要

エネルギ吸収
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エネルギー吸収のメカニズム その1

す通りに 既存技術（温度依存性の熱可塑エラストマ， 合

成ゴム， 金属バネ）では対応が難しく， 昨今の重要な技

術課題である精密製品の品質低下の要因の一つ， 高周波

数帯域での不安定要要素（所謂， n次共振対策） にも

抜群な安定性能を維持発揮する。

参考までに「engelook」シリ ー ズの代表例の粘弾性（周

波数）特性をグラフ1に ， 熱可塑仕様ゲル製品（熱可

塑エラストマと定義）含めた， 一般的な既存技術製品と

の簡易比較を表1に示す。

ゴム、 バネでは対策に困難な「精密製品の不安定要因」の
（想定外の高周波域）二次／三次共振対策を
架橋型「粘弾性体」（ソフトマテリアル）にて効率的に実現
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